




































































































































































































































































































































吉生／鋳物 麻生三郎／染色（図案） 野上 隆／鋳
物 富山県鋳物技能士会会長 三好外栄






































教授 （人文学部） 平田 純 英語学／〃 （〃）
三宝政美 中国文学／〃 （〃） 長沼忠兵衛 西
洋史学／〃 （経済学部） 吉原節夫 財産法／〃
（〃） 森薗英輔 管理会計／助教授 （〃） 角田

































































































































































学 長 横山 保／助教授 麻生三郎／事務部長 江
田晴夫／総務課長 小林 武
いずれも関学以前から創設準備室に所属し、開学に当
たっての繁雑な準備作業を着々と積み重ねてきたメン
バーである。
１．２．４ 創設期の組織体制整備
独立した短期大学として活動を始めた本学の意思決定
機関として、運営委員会が設けられ、昭和５８年１１月５
日に第１回の委員会が開催された。これが教授会の前身
に当たるわけだが、そのメンバーは、次のとおりである。
阿部 統（東京工業大学工学部教授）／小倉玄吾（前
富山大学教育学部教授）／楠瀬 勝（富山大学人文学
部長）／小池岩太郎（東京芸術大学名誉教授）／柳田
友道（富山大学長）／横山 保（高岡短期大学長）
この運営委員会の中に三つの専門委員会が置かれ、学
生受入れに向けての詳細な検討が進められることになっ
た。専門委員会の名称と顔ぶれは、次のとおりである。
教育課程専門委員会 小郷直言（富山大学経済学部
助教授）／三宝政美（富山大学人文学部教授）／平田
純（富山大学人文学部教授）／森薗英輔（富山大学
経済学部教授）／屋敷平州（富山大学教育学部教授）
／麻生三郎（高岡短期大学助教授）
施設・設備専門委員会 五十嵐直雄（福井大学名誉
教授）／小郷直言（富山大学経済学部助教授）／平田
純（富山大学人文学部教授）／麻生三郎（高岡短期
大学助教授）
管理運営専門委員会 大井信一（富山大学工学部教
授）／豊田文一（金沢大学名誉教授）／吉原節夫（富山
大学経済学部教授）／麻生三郎（高岡短期大学助教
授）
１．２．５ 初めて迎える新年度
開学後半年で新年度（昭和５９年度）を迎えることにな
り、受入れへの準備も更に本格化することになった。
同年４月１日には会計課が新設され、会計課長に吉田
勝行が発令された。
既に創設準備室時代に着任していた麻生助教授に次ぐ
２人目の専任教官として、やはり４月１日に黒岩靖司教
接が着任し、運営委員会並びに教育課程専門委員会に加
わった。
それ以外にも新年度の運営委員会は、顔ぶれが若干変
更になった。
阿部 統（琉球大学教養部教授）／楠瀬 勝（富山大
学人文学部長）／小池岩太郎（東京芸術大学名誉教
授）／柳田友道（富山大学長）／西 大由（東京芸術大
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学学生部長）／藤澤俊男（大阪大学基礎工学部長）／
横山 保（高岡短期大学長）／黒岩靖司（高岡短期大
学教授）
昭和６２年度の国立大学優秀施設として、建物を中心
としたキャンパス全体が文部省の表彰を受ける。
６２年９月には大学設置審議会大学設置分科会常任委
員会で、本学の教育課程、基本構想等が了承され、学生
を受入れて大学事業を実質的にスタートする段階への動
きに一段と弾みがついた。
運営委員会に新たに人事専門委員会が置かれ、具体的
な教官の選考に入った。委員は、次のとおりである。
西 大由（東京芸術大学美術学部教授）／平田 純
（富山大学人文学部教授）／藤澤俊男（大阪大学基礎
工学部教授）／森薗英輔（富山大学経済学部教授）／
徳平 滋（高岡短期大学副学長）
運営委員会の管理運営専門委員会は、前年度の委員は
ほとんど留任されたが、本学の麻生助教授に代って黒岩
教授が加わった。
６０年４月１日には、既に着任していた麻生助教授（金
属工芸専攻：同日付けで教授昇格）、黒岩教授（産業デザ
イン専攻）に加えて、次の５名が教官として着任し、４
月５日に第１回の高岡短期大学教官会議を開催した。
中川 宏（木材工芸専攻：教授）／澤本正巳（経営実
務専攻：教授）／木村幸信（情報処理専攻：教授）／
石井栄一（ビジネス外語専攻：教授）／三船温尚（金
属工芸専攻：講師）
教官会議は、運営委員会の補助機関として、この年度
限り設置されたものであるが、学内規程の整備から教育
内容の検討、第１回入学試験の実施方法、設備・機器の
選定や図書館購入図書の選定作業に至るまで用務が多
く、開催は１６回に及んだ。
事務部門では、総務課長に輿那原進が発令され、新た
に設けられた事業課の初代課長に平岡幸一が発令され
た。
この年度の運営委員会は、専任教官の増加に伴い、次
のようなメンバーに移行した。
西 大由（東京芸術大学美術学部教授）／藤澤俊男
（大阪大学基礎工学部教授）／柳田友道（富山大学長）
／横山 保（高岡短期大学長）／徳平 滋（高岡短期
大学副学長）／麻生三郎（高岡短期大学教授）／中川
宏（高岡短期大学教授）／黒岩靖司（高岡短期大学
教授）／澤本正巳（高岡短期大学教授）／木村幸信（高
岡短期大学教授）／石井栄一（高岡短期大学教授）
なお、９月に開催された第２回運営委員会からは、富
山大学長を任期満了された柳田委員に代って、大井信一
富山大学長が出席した。
１．２．６ 最初の入学試験に向けて
教官会議のメンバー全員が入学試験委員を兼ねること
になり、選抜方法等を検討する入試専門第１委員会（委
員長：石井栄一）と、試験会場や監督者の配員など実施
方法を検討する入試専門第２委員会（委員長：中川 宏）
が設けられ、具体的な審議が繰り返し行われた。
また、本学において富山県高等学校長協会長と懇談し
た。進学県と言われる富山県においては、短期大学とは
いえ国立の高等教育機関である本学に対する期待は高
く、それだけに厳しい要望も出された。
６０年６月には第１期生受入れに係る「昭和６１年度高
岡短期大学入学者選抜に関する要項」を発表し、７月に
は昭和６１年度入学者選抜試験（推薦入学・帰国子女特別
選抜、社会人特別選抜、一般選抜）の学生募集要項を発
表した。
同年１０月３日には、推薦入学、社会人特別選抜を行っ
た。この時期には富山大学工学部の富山市への移転が全
面的に完了していたので、試験会場は、取り壊しを目前
に控えた工学部旧校舎を全体的に利用して行われた。
小論文の審査及び面接は、その時の教官７名では到底
足りないので、明年４月着任予定者で近辺に居住してい
る教官の応援を頼む形で行わざるを得なかった。
地域社会に開かれた大学としての新しい試みである社
会人特別選抜も予想以上の受験者を集め、１８名の受験
老中１２名を社会人学生として受け入れることになっ
た。各高校からの推薦による受験者も１４０名に達し、５７
名を合格させたが、推薦入試としては異例の高い競争倍
率になったわけである。
明けて６１年、いよいよ学生を受入れ、大学の教育活
動が始まる年を迎えた。
６１年２月２３日には昭和６１年度の入学者選抜試験（一般
選抜）の学力検査を高岡市立志貴野中学校で、翌２４日に
は産業工芸学科の受験者に対する実技検査を富山大学工
学部構内（高岡市中川園町）で行った。１，２５８名の受験者
を迎えて、学力検査の監督者が到底足りず、赴任予定の
教官に加え、富山大学の教職員の応援まで仰いでなんと
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か実施できた。
６１年３月２日、建物だけは完成している二上の新学
舎で合格者の発表が行われたが、我々の予想外の事態も
起った。それは、４年制大学との併願者が（特に産業情
報学科では）多数を占めたことで、富山大学等の入試合
格者の発表が進むにつれて、せっかくの本学合格者の中
から入学辞退者が続出したことである。いわゆる定員割
れの状況になることが確定した段階で、急遽追加募集を
行い、年度末ギリギリの３月３１日に入学者選抜試験（第
２次）を実施した。
１．２．７ 第１期生の受入れ
いよいよ真新しい建物での大学の業務がスタートし
た。従来７名だった教官に多数の新しい顔ぶれが加わっ
た。
尾崎秀男（一般教育科目等保健体育科目教授）／加藤
敏弘（一般教育科目等保健体育科目助手）／林 暢夫
（一般教育科目等外国語科目教授）／須賀正佐（金属
工芸専攻教授）／後藤義雄（漆工芸専攻教授）／辻
賢三（漆工芸専攻助教授）／宮崎雅司（漆工芸専攻助
教授）／谷口義人（木材工芸専攻教授）／小松研治（木
材工芸専攻講師）／小関利紀也（産業デザイン専攻教
授）／安達博文（産業デザイン専攻講師）／中村 茂
（経営実務専攻教授）／金井繁雅（経営実務専攻助教
授）／佐藤孝紀（情報処理専攻教授）／久保欣五（情報
処理専攻助教授）／平田道憲（情報処理専攻助教授）
／中野清治（ビジネス外語専攻（英米）助教授）／村上
恭子（ビジネス外語専攻（英米）助教授）／伊原大策
（ビジネス外語専攻（中国）講師）／磯部祐子（ビジネ
ス外語専攻（中国）講師）
こうした教官組織の運営のため、前年度着任していた
中川宏教授が産業工芸学科主任に、同じく澤本巳教授が
産業情報学科主任に、それぞれ発令された。
事務部門では、昭和６１年４月１日付けで総務課が庶
務課に改称され、学生課が新設された。総務課長であっ
た輿那原進が庶務課長に、竹内利栄が学生課長に、それ
ぞれ発令された。
６１年４月５日に短期大学開放センターが設置され、
同１６日に２代目副学長として国立科学博物館次長島田
治が発令された。副学長は、官職指定で開放センター長
を務めることになるが、学生受入れの初年度から、公開
講座、作品展示、共同研究という開放事業が積極的に企
画・実施されて、本学と地域との連携を深めていくこと
になる。
４月９日に高岡短期大学の第１回教授会が開催され
た。
４月１５日の入学式、その直後からの新入生オリエン
テーションが済み、４月１７日から授業が開始された。
（横田 勝）
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